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　人の活動を含めた空間を記録するメディアとしての写真や

映像に関する研究を行っています。デジタルカメラやスマー

トフォンの普及により、我々は身の回りの様々なものを手軽

に記録することが可能になりました。一方で、世の中の多く

の記録は、未編集のまま放置されることが多いという現状が

あります。当研究室では、写真や映像を中心に、1)様々なモ

ノ・コトを記録する、2)目的に応じて記録を編集する、3)目的

に応じた手法で記録を提示する、4)記録をアーカイブする、

といった、ドキュメンテーションの一連のプロセスを探究し

ています。

研究内容

　これまで、行政が主催する地域活性化事業を映像で継続

的に記録して発信する活動や、フィールドワークをベースに、

学生と協働して地域の独自性を表現する映像制作などを

行ってまいりました。また、建築や景観、伝統芸能の記録、各

種展覧会やイベントの記録・発信など、多様な角度で地域と

関わっています。地域資源の記録や保存に問題意識を抱い

ている団体、写真や映像を活用した情報発信を検討してい

る企業・団体に対して、ドキュメンテーションの視点から、そ

れぞれの目的に応じた手法を提案できると考えています。

地域・産学連携の可能性

商店街の魅力発信のため映像制作 空き店舗活用事業の記録映像(切り抜き)
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